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智の子に、どのような将来の目標
を描かせられるか。夢を抱かせる

ことができるのか。それが教育の原点で
あり、一つの成果だと思っています。学力
向上や不登校の解消、規範意識の育成な
ど、教育現場が直面する課題は山積して
います。しかし、子どもたちが夢や希望を
持ち、その実現のために何が必要なのか
をわたしたちが共に考え、動き出すことが
できれば、多くの課題は解決できるもの
だと信じています。そのためにも子どもた
ちには「学ぶ力」と「生きる力」が不可欠。
「学ぶ力」は身となる知識を生み出し、さ
らに体験の上積みによって「生きる力」が

培われるのです。子どもたちは、自
分の力を実感しながら、困難を
乗り越え、より大きな夢に向
かうことができる…。子どもた
ちにとって夢が欠かせない
ように、大人たちや教
育にもロマンが必要
だと思っています。
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より大きな夢が描けるように
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ど
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出
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これまでは、すべての子どもたちに
一定の学力をつけさせることが目標で、
それが時代の要請でもありました。
しかし、これからの教育は
「ゆとり」でも「詰め込み」でもありません。
「学ぶ力」をベースに、厳しい社会を生き抜く
「生きる力」をはぐくむことが柱になります。
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れ
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。
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し
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。
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意
欲
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、
い
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来
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れ
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と
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ち
で
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も
」の
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今
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に
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要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

10月22日に市場小、金田小、伊方小の児童271人が福智
山を目指した鍛錬登山。３校の子どもたちは山頂から町を見
渡し、雄大な展望と大自然の中で自己の存在を見つめました。

毎朝の「パワーアップタイ
ム」で５分間走を行い、体
力と忍耐力の育成を図る
弁城小。11月10日の「大
なわ大会」では、1～6年
生までの縦割り班で協力し
合い、力を出し切りました。

弁城小 体力づくり

通常中学で取り組む職場体験を６年生が行う伊方小。
仕事の厳しさややりがいをとおして生きる力を身に付
け、貴重な体験から将来の夢と可能性を広げています。

　　　　　　　　伊方小 職場体験学習

各校の活動紹介❹
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